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観光で稼ぐ。

日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937
（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855

宮司携帯　090‐3735‐9954

Tel
Fax

霧島岑神社
みね

日本神話の郷
んだもした～ん！んだもした～ん！

会社説明会＆面接相談会
テレフォンオペレーター募集

宮崎小林コンタクトセンター
小林市南西方844‐1

ハローワーク求人番号 掲載中
13040‐39615671
13040‐39612171

参加される場合はコチラまで電話0120(723)250

6月13～15日開催

写真／出の山公園のゲンジボタル
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News

小林市が進める政策や

　　　　　　　事業を紹
介します

市政
ニュース

ホームページの一部を英語対応

　全国的な国際化の進展によ
り、本市でも平成 18 年 163
人だった市内在住の外国人が
28 年には 415 人と 10 年で 3
倍近くに増加しています。そ
のため、市ホームページに日曜祝日在宅当番医
などの英語版ページを作成、公開し、在住外国
人への情報提供の強化を行っています。順次、
コンテンツを追加していきますので、ぜひご活
用ください。なお、外国語版ページへは、QRコー
ドからアクセスできます。
●問：地方創生課（℡ 23‐1148）

空き家を購入する世帯を補助
　市では今年度
より中心市街地
の空き家の活用、
にぎわいづくり、
居住人口の拡充
を目的に、中心
市街地エリアの空き家を購入する人に対し、
100 万円の補助を実施しています。対象は、「①
小林市中心市街地エリアの区域外に１年以上お
住まいの世帯」、「②小林市中心市街地エリア内
の１年以上空き家となっている住宅を購入され
る世帯」、「③購入した住宅に継続して５年以上
住まわれる世帯」の３つ全ての条件を満たす世
帯です。申請方法や補助額など詳しくはホーム
ページで確認するか、問い合わせください。
●問＝商工観光課（℡ 23‐1174）

中心市街地のにぎわい創出

在住外国人への情報提供

市立病院で妊婦健診（予約制）が始まりました Pickup Information

近隣トラブルを解決！市民法律講座を行っています。

日時：7 月８日（土曜）
　　　14 時～ 17 時 10 分
場所：中央公民館
申込締切：6 月 29 日（木曜）

前回の講座の様子。法務専門監が
分かりやすく説明します。7 月以
降の日程はホームページから確認
できます。右のＱＲコードからア
クセスください

　市では法務専門監（法曹有資格者）による
法律講座を行っています（年間８回）。今回
のテーマは「近隣トラブル」。参加費無料で
すので、ぜひ参加ください。◆対象：市内在住、
在勤、在学の人◆定員：30 人（申込多数の
場合、抽選）◆申込方法：電話で申込ください。
●申・問：市民課（℡ 23‐1141）

法律を
学びませんか

　市内に産婦人科の病院がなく
なり、出産まで 10 回以上の健
診が必要となる妊婦が市外の病
院に通わなければならず、負担
が大きくなっています。
　そこで市立病院では、宮崎大

学医学部附属病院の協力のも
と、５月９日から非常勤医師 1
人と助産師２人が毎週火曜と金
曜の９時から 15 時の週２回、
派遣されることになりました。
分娩予定の病院と連携して、超

音波検査や血液検査などの妊婦
健診を行います。
　完全予約制となっていますの
で、受診する際は電話での予約
をお願いします。

【診療体制】
非常勤医師　１人（交替制）

診療日 毎週火曜・金曜
診療時間 9：00 ～ 15：00

事前に電話で予約をお願いします。
予約：地域医療連携室　℡ 23‐8225

妊娠しているかの
診断や分娩する病
院探しの相談も受
け付けますので、
お気軽にお電話く
ださい

妊婦の負担軽減のため

小林にゆかりのある「がんばる若者」を紹介！

小林
の

わけ
もん
Vo
l.1
4

冨
と み な が

永　琢
た く ま

磨 さん

　「いざというときの備えと思って、しっかり
がんばりたい」と、訓練する姿から地元の人た
ちへの思いが伝わってきます

　

市
内
の
農
業
法
人
で
働
い
て

い
る
冨
永
琢
磨
さ
ん
（
25
歳
＝

須
木
奈
佐
木
地
区
）
は
、
市
消

防
団
第
７
分
団
第
５
部
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
地
元
に
貢
献
し

た
い
と
３
年
前
に
入
団
。
火
災

現
場
で
迅
速
な
対
応
を
す
る
た

め
の
技
術
を
競
う
操
法
大
会
で
、

初
め
て
の
操
法
員
を
務
め
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。「
昨
年
は
優

勝
し
て
い
る
の
で
、少
し
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
を
感
じ
ま
す
。」　

　

訓
練
は
夕
方
か
ら
週
３
回
行

い
ま
す
。
仕
事
で
疲
れ
て
い
て

も
、「
好
成
績
を
お
さ
め
て
い
る

先
輩
に
学
ん
で
、
今
年
の
連
覇

に
貢
献
し
た
い
。」
と
練
習
に
精

を
出
し
ま
す
。　
　

　
「
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に

し
て
、
信
頼
さ
れ
る
消
防
団
員

に
な
り
た
い
。」

　

大
会
は
、
７
月
９
日
。
地
元

へ
貢
献
し
た
い
そ
の
思
い
を
込

め
て
、
大
会
に
臨
み
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
事
に
し
て
、

信
頼
さ
れ
る
消
防
団
員
に
な
り
た
い
。

小林市消防団第７分団第５部　消防団員



　

急
速
な
人
口
減
少
に
よ
り
地

域
経
済
が
縮
小
し
て
い
く
な
か

で
、
現
在
、
全
国
的
に
そ
れ
ら

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
に
、

「
観
光
」
に
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
て

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

観
光
庁
に
よ
る
と
、
日
本
の

定
住
人
口
１
人
あ
た
り
の
年
間

消
費
額
は
１
２
４
万
円
で
、
旅

行
者
の
消
費
に
換
算
す
る
と
外

国
人
旅
行
者
９
人
分
、
国
内
旅

行
者
で
は
宿
泊
で
26
人
分
、
日

帰
り
で
83
人
分
と
さ
れ
て
い
ま

す
（
表
１
参
照
）。

　

ま
た
、
訪
日
外
国
人
も
過
去

５
年
間
で
８
０
０
万
人
か
ら

２
４
０
０
万
人
に
約
３
倍
増
加

し
て
い
ま
す
（
表
２
参
照
）。

さ
ら
に
、
２
０
１
９
年
に
は

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、

２
０
２
０
年
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が

開
催
さ
れ
、外
国
人
観
光
客
は
、

今
後
も
増
加
す
る
こ
と
が
見
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
２
０
２
０
年
に

向
け
た
観
光
地
づ
く
り
が
全
国

的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、市
で
は
、

一
昨
年
策
定
し
た
、
て
な
ん
ど

総
合
戦
略
の
中
で
「
観
光
」
で

の
経
済
の
活
性
化
を
掲
げ
、
そ

の
手
段
と
し
て
Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
と

い
う
観
光
推
進
体
制
の
構
築
を

定
め
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、「
稼
ぐ
観
光
」

を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
法
人
で

あ
り
、
観
光
関
連
デ
ー
タ
の
活

用
や
飲
食
店
、
農
林
業
、
商
工

業
者
な
ど
と
連
携
し
、
観
光
戦

略
の
立
案
や
事
業
の
企
画
な
ど

を
行
う
組
織
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
本
市
の
観
光
と
い

え
ば
、
訪
れ
た
人
に
対
し
て
観

光
ス
ポ
ッ
ト
や
イ
ベ
ン
ト
を
紹

介
す
る
と
い
っ
た
「
待
ち
」
の

ス
タ
ン
ス
で
し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
が
構
築
さ
れ
た

こ
と
で
、
地
域
の
観
光
資
源
の

発
掘
や
磨
き
上
げ
が
図
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
国
内
外
の
観
光

客
に
向
け
、
積
極
的
に
ツ
ア
ー

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
観
光
企

画
を
売
り
出
し
、
市
内
で
の
観

光
に
よ
る
経
済
活
動
を
促
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

特集

観
光
で
稼
ぐ
力
を
つ
け

雇
用
創
出
・
地
域
活
性
化

INTERVIEW 観光のマーケティング・マネジメントを行うDMO体制始動

観 で ぐ稼光
　DMO（「Destination Management & Marketing Organization）とは、観光で稼ぐた
めにマーケティングとマネジメントを行う組織です。４月 17 日、「小林市観光推進協議会」
が設立され、市の観光の DMO 体制が始動。これは地方創生の一環で、ＤＭＯ体制により、「観
光で稼ぐ」ことで、雇用創出や地域活性化を目指すことが目的です。
　今月号では、小林市のＤＭＯ体制について紹介します。

。

２
０
２
０
年
に
向
け
た

観
光
地
づ
く
り
が
課
題

小林市観光推進協議会

吉
よ し ど め

留 髙
た か し

志 会長

会長に聴きました

１人あたりの消費額
定住 124 万円／年間

訪日外国人 13 万 7 千円／回
国内旅行（宿泊） 4 万 8 千円／回

国内旅行（日帰り） 1 万５千円／回

表１）観光交流人口の経済効果（2013 年）
（出典）観光に関する取り組みについて

　　　  平成 26 年 11 月 18 日　国土交通省観光庁

28 年27 年26 年25 年24 年

（万人）

2000

1000

2500

（出典）日本政府観光局（JNTO）調べ

2403

1973
1341

1036
835
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表２）過去５年間の訪日外国人の推移

　

小
林
市
に
は
、
霧
島
や
九
州

山
地
の
大
自
然
の
恩
恵
で
あ
る

「
豊
富
で
良
質
な
水
」
と
「
肥

沃
な
土
地
か
ら
生
み
出
さ
れ
る

農
畜
産
物
」、
ま
た
同
時
に
長

く
刻
ま
れ
て
き
た
「
歴
史
、
伝

統
、
文
化
」
な
ど
多
く
の
観
光

資
源
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
目
標
は
、
こ
れ
ら

の
観
光
資
源
を
生
か
し
、「
稼

ぐ
」
こ
と
で
す
。

　

今
ま
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

業
所
や
団
体
が
、
そ
れ
ぞ
れ
イ

ベ
ン
ト
や
商
品
開
発
な
ど
を
企

画
し
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
イ
ベ
ン
ト
後
の
分
析

も
不
足
し
て
い
た
現
状
が
あ
り

ま
す
。

　

今
回
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
を
構
築

し
た
こ
と
に
よ
り
、
各
団
体
や

事
業
所
が
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン

ト
や
商
品
を
分
析
し
、
連
携
さ

せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
を
売
り

出
す
た
め
の
手
法
を
計
画
的
に

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
す
る
こ
と
で
、
よ
り
大
き

な
経
済
効
果
を
生
み
出
し
て
い

け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人

一
人
が
当
事
者
意
識
を
持
た
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
観
光
を

中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
に
市

民
総
力
戦
で
取
り
組
ん
で
い
き

ま
し
ょ
う
。

今
あ
る
観
光
資
源
を
生
か
し
、
よ
り
稼
げ
る

手
法
を
市
民
総
力
戦
で
連
携
し
実
践
し
て
い
く

　

今
回
、
設
立
さ
れ
た
「
小
林

市
観
光
推
進
協
議
会
（
観
光
Ｄ

Ｍ
Ｏ
体
制
）」
は
、
観
光
協
会
、

こ
ば
や
し
農
業
協
同
組
合
、
小

林
商
工
会
議
所
、
す
き
商
工

会
、
野
尻
町
商
工
会
、
宮
崎
銀

行
、
小
林
ま
ち
づ
く
り
株
式
会

社
（
以
下
、
ま
ち
会
社
）
の
８

団
体
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
事

務
局
は
ま
ち
会
社
が
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

ま
ち
会
社
は
新
た
に
観
光
推
進

部
を
設
け
、
観
光
に
よ
る
経
済

活
性
化
、
す
な
わ
ち
観
光
の
産

業
化
の
中
心
的
な
実
践
組
織
と

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
の
有
志
に
よ
り
設
立
さ

れ
た
ま
ち
会
社
が
事
務
局
を
担

う
こ
と
で
、
関
係
者
の
意
思
結

集
が
ス
ム
ー
ズ
に
図
れ
る
ほ

か
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
と

観
光
推
進
を
一
体
的
に
進
め
ら

れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
観
光
推
進
部
の
部
長

に
は
、
宮
崎
銀
行
か
ら
の
出
向

行
員（
課
長
職
・
常
勤
）が
就
任
。

銀
行
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、

持
続
的
か
つ
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
事

業
立
ち
上
げ
を
行
い
ま
す
。

　

ま
ち
会
社
の
よ
う
な
中
心
市

街
地
活
性
化
法
人
が
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

の
機
能
を
担
う
ケ
ー
ス
は
全
国

で
も
数
例
し
か
な
く
先
駆
的
な

取
り
組
み
。
今
後
の
活
動
が
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
光
推
進
協
議
会
に
よ
る

Ｄ
Ｍ
Ｏ
体
制
を
構
築
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宮
崎
銀
行
か
ら
、
４
月
に
小

林
ま
ち
づ
く
り
㈱
に
出
向
行
員

と
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

観
光
事
業
を
民
間
が
や
る
以

上
は
、
利
益
を
追
及
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
ま
だ
そ
の
土
台
は
で
き
あ

が
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
ず
は
、
大
き
な
利
益
で
は

な
く
、「
10
万
円
の
予
算
の
企

画
で
、1
万
円
の
利
益
を
生
む
」

く
ら
い
で
も
い
い
の
で
、
小
さ

な
成
功
事
例
を
作
っ
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
を
実
践
し
て
い
く
た
め

に
は
皆
さ
ん
の
協
力
や
ア
イ
デ

ア
が
必
要
で
す
。
私
自
身
も
ま

だ
ま
だ
勉
強
不
足
な
の
で
、
勉

強
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
２
年
後
、

３
年
後
に
、
多
く
の
市
民
、
事

業
所
が
参
加
し
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
雰
囲
気
や
企
画
を
作
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

数
字
と
し
て
結
果
を
残
し
て

い
く
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で

も
「
観
光
は
楽
し
い
も
の
」
だ

と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
旅

行
者
も
満
足
、
事
業
所
も
満

足
、
企
画
す
る
人
も
満
足
で
き

る
よ
う
な
体
制
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

INTERVIEW

INTERVIEW

　５月 11 日、12 日に JR 九州
主催の「A 列車で行こう」の
ツアーを DMO で企画しまし
た。すき酒造、ままこ滝、東方
チョウザメ養殖場、百笑村、生
駒高原の 5 カ所を巡るコースを
設定。２日間で 160 人が訪れ、
小林の自然や景色、食を堪能し
ていました。

　今回の企画は DMO 体制の構
築後、初の取り組みです。各事
業所の協力で開催することがで
きました。この企画を一過性の
もので終わらせないために、購
入されたものや反響の大きかっ
たものなどの分析を行い、今後
もさまざまなツアーを企画して
いきます。

ツアーの結果を分析し、今後の参考に

Photo １ すき酒造で杜氏の説明を
聴く参加者ら。 ２ 百笑村で農畜産
物や加工品などを購入。 ３ 昼食に
は、新しく開発されたチョウザメに
ぎり弁当を提供しました

【事例】観光ツアーを企画。「A列車で行こう」

１
２

３

小林まちづくり㈱
観光推進部長

後
ご と う

藤 幸
ゆ き お

男 さん

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
て
数
字
と
し
て

結
果
を
出
す
た
め
の
体
制
を
整
え
て
い
き
ま
す

　

趣
味
が
写
真
撮
影
で
、
地
域

の
自
然
や
人
、
食
べ
物
、
行
事

な
ど
を
よ
く
撮
影
し
ま
す
。
そ

れ
を
、「
み
ん
な
で
共
有
し
た

い
」
と
い
う
気
持
ち
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ほ
ぼ
毎
日
公
開

し
て
い
ま
す
。

　

地
元
に
い
て
も
、
実
は
知
ら

な
い
こ
と
は
と
て
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
を
自
分
が
発
見

し
た
り
、
人
に
教
え
て
も
ら
っ

た
り
し
た
と
き
は
、
と
て
も
ワ

ク
ワ
ク
し
ま
す
。
そ
の
気
持
ち

を
共
有
で
き
た
ら
す
ご
く
楽
し

い
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
思
う
ん

で
す
。

　

２
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
イ
デ

ア
コ
ン
テ
ス
ト
も
、
も
と
も
と

自
分
が
「
こ
れ
は
楽
し
い
。
み

ん
な
で
一
緒
に
し
た
い
」
と
い

う
も
の
を
出
し
ま
し
た
。

　

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
と

て
も
大
切
で
す
。
観
光
は
、
来

る
人
も
迎
え
る
人
も
楽
し
む
こ

と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
小

さ
な
ワ
ク
ワ
ク
で
も
い
い
の
で

み
ん
な
で
協
力
し
て
楽
し
み
な

が
ら
や
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、
協
力
し
て

成
し
遂
げ
た
後
に
は
、
さ
ら
に

み
ん
な
で
笑
い
合
え
ま
す
。

　

そ
ん
な
人
間
関
係
を
作
り
な

が
ら
、
取
り
組
め
た
ら
と
て
も

有
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
と
を
み
ん
な
で
共
有
し
て

小
林
を
も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

東方在住

みんなの観光アイデア

コンテスト応募者

田
た な か

中 風
ふ う ま

馬 さん

出向行員（宮崎銀行）

市民に聴きました

事務局に聴きました 小林市観光推進協議会の「基本理念」と「重要なテーマ」
霧島連山・九州中央山地に抱かれた自然、大地、豊かな水、有形・無形の文化・歴史遺産を感謝の念や保護の意
識、関係者間の相互理解をもって活かす。それにより仕事を創出し所得を増やすことで暮らしや文化の維持・向
上に貢献する。

基本
理念

（１）市民の学び

（２）市内外での連携

（３）稼ぐ意識化

（４）食

重要

　取り組みが個別団体・事業者単位でなく、より市内や世界の知見・実行者と連携することにより、新たな価値創造ビジ
ネスチャンス拡大につなげる。

　持続的かつ自律的な観光地を目指すためには、市民による観光まちづくりが必須である。さまざまな場・機会で自然・
歴史文化・食（農畜産業）について理解を深める。

　これまで優れた観光・物産資源がありながらも、十分な方策なく安価な販売・サービス提供にとどまり経済振興に反映
していない。上質な観光地・上質な物産販売に向け「稼ぐための仕組みづくり」にむけた「稼ぐ意識化」を醸成する。

テーマ

　小林市は農畜産業・林業のまちであり、これらの活性化による経済インパクトは高い。また全国・世界からも高い評価
をいただけるものもあり、自然・歴史文化分野においても稼ぐためには「食」は切り離せない。

（５）観光上のインフラ
　観光客（外国人含む）の誘客や物産販促には、「情報・交通・宿泊滞在・商流」の利便性や快適性の提供にむけた整備
と充実が必要である。

7 KOBAYASHI 2017.6 6
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４月から新しく相談員になった内山さん。相談日は、毎月「くらしの
カレンダー」に掲載しています（今月の相談日は 27 ㌻を参照）

行政と住民のパイプ役
４人に行政相談委員を委嘱
　４月から、内山民子さん（新任）、野田
進一さん（再任）、堀之内敏朗さん（再任）、
國武正廣さん（再任）が、行政相談委員に
委嘱されました。相談員は、国や市などに
対する要望・意見を住民から受け、問題解
決の促進を図る行政と住民のパイプ役。相
談は無料ですので、気軽に相談ください。

ニジマス、コイやウナギのつかみ取りを楽しむ子どもたち。また、連休中、
小野湖の絶景を楽しめるカヤックや SUP の体験なども行なわれました

須木の自然を楽しむ
すきむらんど滝まつり開催

　５月６日、すきむらんど滝まつりが開催
されました。市内外から 1000 人が来場し、
春の山菜や特産品を販売する「山びこ市」、
歌やダンスなどのステージイベント、金魚
すくい、タケノコ輪投げや魚のつかみどり
などを実施。須木の自然の中、会場は多く
の家族連れで賑わっていました。

復活して 10 回目！「まきばの桜まつり」

きずな協働体 細野地区今月は、

取り組みを紹介しま
す

桜
ま
つ
り
を
含
め
、
こ
れ
か
ら
も

地
域
住
民
が
集
え
る
企
画
を
計
画

し
て
い
き
ま
す
！

地
域
づ
く
り
部
会
長

　
　

内う
ち
む
ら村　

文ふ
み
ひ
こ彦

さ
ん

桜まつりで花の苗木を配布する様子
　県の一村一祭としても位置
づけられている「まきばの桜
まつり」。復活して今年 10 回
目を迎え、３月 25 日に牧場
演芸場で開催されました。
　今年は例年に比べて開花が
遅れ、さらにあいにくの雨の
中での開催となりましたが、
さまざまなステージイベント
や夜桜花火で、足を運んで頂
いた人々を魅了することがで
きました。また、物産展「さ

くら市」では、地域住民も出
店。区の役員も祭り運営に携
わるなど、桜まつりを盛り上
げました。
　まつりに先駆け、３月 19
日には会場周辺の桜並木周辺
の草刈り、ごみ拾い活動も実
施。今年は満開の桜の中での
開催はできませんでしたが、
牧場の桜を地域の宝として守
り続け、桜まつりも継続して
いきます。

参加者は出の山公園の草刈りやゴミ拾いに汗を流しました。まつり期
間中の土日は、小林総合運動公園からシャトルバスを運行します

より近くでホタル見てほしい
出の山ボランティア清掃実施
　５月 20 日から開催されるホタル恋まつり
を前に、５月 12 日、出の山公園のボランティ
ア清掃が行われました。市内企業、商工会議
所や市観光協会などから約 50 人が参加。小
林ほたるの会の小

こ ぞ の

薗勇
いさむ

会長は、「まつり期間
中は遊歩道が開放されるので、ぜひたくさ
んの人に見てほしい」と話していました。

馬頭観世音祭は、家畜の慰霊、五穀豊穣や家内安全を祈願するも
の。市内の各地域でも、伝統行事として行われています

畜産業発展を祈願し、
保
う け も ち

食神社で馬頭観世音祭開催
　５月８日、小林地域家畜市場内の保

う け も ち

食神
社で馬頭観世音祭が開催されました。畜産
業関係者ら約 160 人が参加し、家畜の無病
息災と発展を祈願。市畜産振興会連合会の
折
お り た

田巌
いわお

理事長は、「畜産業は厳しい現状が
続いていますが、みんなで協力して精進し
ていきましょう」とあいさつしました。

検査会に向けて入念に準備してきた出品者ら。９月の全国和牛能
力共進会での宮崎牛３連覇が期待されています

　５月２日、全国和牛能力共進会の代表候
補牛を決める西諸地域代表牛決定検査会が
小林地域家畜市場で開催されました。５つ
の出品区分に 33 頭が出品され、それぞれの
月齢に応じた審査を実施。26 頭が選出され、
うち市から 15 件の農家、21 頭が７月の県代
表牛決定検査会への切符を手にしました。

9 KOBAYASHI 2017.6 8

全国和牛共進会の代表候補牛
小林から 21 頭が選出

色鮮やかなバラを眺める来場者。フェスタ最終日には、大塚原バ
ラ園でハーブや物産を楽しむ大塚原バラ祭りも開催されました

野尻のバラの名所を巡る
ローズフェスタ 2017 開催
　５月 13 日から 21 日にかけて、のじりロー
ズフェスタが開催されました。萩の茶屋、
のじりこぴあ観光バラ園、のじりアグリサー
ビス、大塚原バラ園の４箇所でバラの花束
や農作物が当たるスタンプラリーを実施。
期間中 1080 人が来場し、色鮮やかなバラを
見ながら各施設を周遊しました。
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誓いのことばを述べる柚木山主任研究員。「これから必要となる資
質や能力を育むためのキャリア教育」をテーマに研究します

教育プランの実現に向け
教育研究センタ－ 20 人委嘱
　５月 19 日、市教育研究センター研究員等
に市内小・中学校の教員 20 人が委嘱されま
した。同センターは「0 歳から 100 歳までの
小林教育プラン」の具現化が目的。代表して
西小林中の柚

ゆ き や ま

木山尚
な お み

未主任研究員は「小林
の未来を支える人材の育成に向け、研究に
取り組みます」と誓いのことばを述べました。

講演する宮阪所長。同講座は市社会福祉協議会が主催で、年７回実施
予定。県内のさまざまな職業の現職や OB を招き行っていきます

日銀職員が仕事の魅力を説明
須木中生徒ら夢を膨らませる
　５月 18 日、ドリーム・ジャンボ学園の職
業講座が須木総合ふるさとセンターであり
ました。須木中の生徒が対象で、日本銀行宮
崎事務所宮

み や さ か

阪隆
た か ひ こ

彦所長が登壇。仕事の内容や
魅力を説明し、「みなさんには無限の可能性
がある。多様な価値観を大切にし、夢に向かっ
てがんばってほしい」とエールを送りました。

図書館開放は細野中学校でも実施しています。７月 14 日までの
月曜、火曜、金曜の 14 時～ 16 時 30 分に開放しています

学校図書室をもっと身近に
細野小図書室を地域に開放
　５月 21 日、細野小学校で図書館開放イベ
ントを開催しました。「子供も大人も学び合
い育ち合う」教育体制を構築するのが目的。
図書室の本の貸し出しや移動図書館車の展
示、読み聞かせグループによるお楽しみ会
を実施し、地域住民は思い思いの本を手に
取って読み入っていました。

左からマンゴー部会の松
ま つ だ

田泰
や す か ず

一部会長、肥後市長と大角部会長。
「今年は、例年より収穫量も多く、糖度も高い」と話していました

自慢のメロン・マンゴーを
多くの人に味わってほしい
　５月 23 日、第６回メロン・マンゴーフェ
アの開催に伴い、JA こばやしメロン部会
と同マンゴー部会から宮崎ブランドの「め
ろめろメロン」と「太陽のタマゴ」が贈呈
されました。メロン部会の大

お お づ の

角正
ま さ ひ ろ

廣部会長
は「今年も出来は上々です。たくさんの人
に味わって欲しい」と話していました。

　

坂
元
地
区
の
リ
サ
イ
ク
ル
品

分
別
指
導
員
を
務
め
る
下
無
敷

次
良
さ
ん
、
66
歳
。

　

34
歳
か
ら
福
岡
県
や
神
奈
川

県
で
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
と
し

て
働
き
、
３
年
前
、
退
職
を
機

に
故
郷
の
小
林
市
へ
帰
っ
て
き

た
。「
久
し
ぶ
り
に
帰
郷
し
た

の
で
、
知
人
も
あ
ま
り
い
な

か
っ
た
」。
生
活
の
変
化
に
不

安
も
大
き
い
中
で
、
さ
ら
に
困

惑
し
た
の
が
、ご
み
の
捨
て
方
。

他
の
町
と
は
、
比
べ
物
に
な
ら

な
い
ほ
ど
、
細
か
く
分
別
す
る

こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
。「
汚
れ

て
い
る
ご
み
を
洗
っ
て
乾
か
す

の
は
難
し
い
。
初
め
は
ご
み
を

出
す
の
が
つ
ら
か
っ
た
」。

　

そ
ん
な
と
き
、
清
掃
工
場
で

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
作
業

を
す
る
仕
事
に
就
く
こ
と
に
。

各
家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
の

袋
を
一
つ
ず
つ
開
け
、
中
身
を

取
り
出
し
て
、
さ
ら
に
資
源
ご

み
と
燃
や
さ
な
い
ご
み
に
仕
分

け
る
作
業
。
温
風
と
ご
み
の
強

烈
な
に
お
い
に
耐
え
な
が
ら
の

作
業
は
大
変
だ
が
、
気
づ
く
こ

と
が
あ
っ
た
と
い
う
。「
家
庭

で
正
し
く
分
別
す
る
こ
と
で
、

ご
み
を
資
源
に
変
え
る
こ
と
が

で
き
る
。」

　

そ
の
経
験
も
あ
っ
て
、
リ
サ

イ
ク
ル
品
分
別
指
導
員
も
任
さ

れ
、
住
民
向
け
の
ご
み
の
分
別

研
修
の
講
師
を
務
め
る
こ
と

に
。
ご
み
の
分
別
の
大
切
さ
を

伝
え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
作

業
風
景
や
資
源
ご
み
と
し
て
圧

縮
さ
れ
た
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
の
写
真
、
リ
サ
イ
ク
ル
品
の

サ
ン
プ
ル
を
自
前
で
作
っ
て
説

明
し
た
。「
人
に
頼
ら
れ
る
の

が
嬉
し
い
か
ら
、
自
分
が
で
き

る
こ
と
は
何
で
も
や
り
た
い
。」

こ
の
思
い
と
人
柄
で
今
で
は
、

何
で
も
話
せ
る
友
人
も
た
く
さ

ん
で
き
た
。

　
「
初
め
は
戸
惑
っ
た
こ
と
も
、

精
一
杯
頑
張
れ
ば
人
の
役
に
立

つ
知
識
や
経
験
に
な
る
。」　

誰

か
を
思
っ
て
行
動
す
る
こ
と

は
、
自
分
自
身
の
心
も
豊
か
に

し
て
く
れ
る
と
下
無
敷
さ
ん
は

教
え
て
く
れ
た
。

　
『
６
月
は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

月
間
』
で
す
。

初
め
は
戸
惑
っ
た
こ
と
も
、
精
一
杯
頑
張
れ
ば

人
の
役
に
立
つ
知
識
や
経
験
に
な
る
。

㊤４月に開催した学習会。
ノートには伝えたい思い
が何ページにも渡ってつ
づられる。㊥現場の写真
を撮りためたアルバム。
㊦坂元地区のリサイクル
回収場所には下無敷さん
が作った分別事例の紙が
貼られている。

下
し も む し き

無敷　次
つぎよ し

良 さん

Vol.68
こばやしびと

坂元区　リサイクル品分別指導員

（66）



■みんなで学ぶ子育て広場では、子育てに関する悩み・相談を募集して
います。詳しくは、地方創生課（℡ 23‐1148）まで

【問】  ●健康推進課：℡ 23-0323  Fax 23-0325 ●須木庁舎住民生活課：℡ 48-3132
　　　●野尻庁舎住民生活課：℡ 44-1100

　　　

安心安全・子育て

　毎年、全国各地で大雨や台風によ
る大きな被害が発生しています。
　被害を未然に防いだり最小限に抑
えるために、大雨台風の時期の前か
らあらかじめ次のような点を確認・
準備しておくことが重要です。
家の外の備え
〇窓や雨戸は鍵をかけ、必要があれ
ば補強をする。
〇側溝や排水溝の掃除を済ませ、水
はけを良くする。
〇風で飛ばされそうな物は、固定し
たり家の中に入れておく
家の中の備え
○非常用品（懐中電灯、救急医療品、
貴重品など）を確認しておく
○物が飛んでくることに備えてカー

テンやブラインドを下ろす
○飲料水や生活用水を確保する
避難所の確認など
〇避難所までの経路を確認し、家族
で連絡方法について話し合っておく
〇状況を確認したら早めに避難し、
避難が遅れた場合は自宅などの建物
の安全な場所に留まっておく
　それ以外にも大雨が降っていると
きや台風が接近しているときは、テ
レビ、ラジオ、インターネット、防
災メールなどにより最新の気象情報
を確認し、早めに対応できるように
しておきましょう。また、住んでい
る地域で過去に災害が発生したこと
があるか、災害発生の危険性などに
ついても確認しておきましょう。

交通事故発生状況

種別　　４月　　累計   　昨年
人身
物損
死者
負傷者
全国死者

20 77
71 287
０ ０

21 89
1117 （昨年同月比　－ 123）

－ 11
－ 18

－ 14
±０

健康コーナー

　　　　 知恵袋
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考
え
て
み
ま
し
ょ
う

元気の

年 間約 90 万人が新たにがん
と診断され、約 35 万人が

亡くなっています。がんの治療は
進歩していますが、患者は今後も
増加すると考えられています。
　がんと診断した場合、医師は患
者さんとご家族へインフォーム
ド・コンセント（病状説明・告知）
をします。一般的には手術前、検
査前などに目的、方法、合併症な
どを正確に詳細に説明することで
す。ただし、がんの告知の場合は
特殊な配慮が必要で、原則的には
本人へ告知し、治療方針を含めて
説明すべきと考えられています
が、がんの状態または患者さんの
状況で告知の有無、内容が違って
くるのが現状です。小林市立病院
の消化器外科・腫瘍外科では、患

者さんにがん告知を含めた病状説
明に対するアンケート調査に協力
いただき、診療の参考にしていま
す。告知されてショックを受ける
ので、告知には否定的な人もいる
と思います。ただ告知しないこと
で助かる手段を放棄してしまう場
合もあることも事実です。医師と
しては告知を受けた後の患者さん
とご家族への気配りを含めたケア
が大事だと考えます。
　国民の２人に１人が生涯のうち
にがんにかかるとされる現在で
は、自分自身そして大切なご家族
ががんと診断されたとき、告知を
希望するか、治る可能性や余命な
ど、どこまで知っておきたいのか
を考えることは大切なことかもし
れません。

健康コーナー

　

　気候が温暖なところで暮らしたいと３年前
に東京から移住しました。小林市の水・新鮮
な野菜・果物をおいしくいただいています。
　移住前から職場で毎年健診を受け、小林市
に来て特定健診を受診しました。高血圧の治
療をしているため、減塩しょうゆを利用した
り、運動は通勤で階段を上り下り 1 万歩以上
歩いていたのが、今は階段が少ないので大股
で歩くようにするなど、自分なりに健康に気
を遣っています。
　鮎つりが趣味で、これからの季節が楽しみ
です。小林市で、さらに健康的な生活を続け
ていきたいと思います。

健康の達人 　　
　  　　

ヘルスメイトさんの

野菜レシピ

●作り方

①アスパラは茹でて半分に切る

②玉ねぎは薄切りにする

③マヨネーズにからし、しょ

　うゆを入れ混ぜる

④春巻きの皮に豚肉→玉ねぎ

　→アスパラ→調味料の順に

　のせて巻き、最後に小麦粉

　を水で溶いたものを付けて

　止める

⑤ 170 度の油で揚げて、で

　きあがり

アスパラと
玉ねぎの春巻き

【材料…2 人分】
・アスパラ…２本（40 ㌘）
・玉ねぎ   …………80 ㌘
・豚薄切り肉  ………２枚
・マヨネーズ……大さじ１
・からし  ……………2 ㌘
・醤油 ………小さじ 2/3
・春巻きの皮  ………２枚

小林へ移住。
健康的な人生を
送りたい

【極意】

　＋１
　±０
　±０
　±０

　　＋９

火災・救急発生状況

種別　　  ４月　   累計　 昨年
建物
林野
車両
その他
救急

３ ７
０ ４
0 ０
0 ４

156 646

　子育て広場
大お
お
の野　

聖せ
い
じ司

さ
ん

大雨・台風災害に注意！

１日に野菜 350 ㌘
を食べよう！

安心安全情報

☆新玉ねぎで作ると甘みが増して

さらにおいしいですよ。付け合わ

せに野菜を添えてあげましょう。

今月の旬の食材は

アスパラ

子
育
て
支
援
課

　

桑く
わ
は
ら原　

裕ゆ
う
こ
う幸

さ
ん

児童手当の申請と現況届はお忘れなく。

児 童手当の申請はお済みです
か？ 

　児童手当は、家庭などでの生活
の安定とお子さんの健やかな成長
に活用していただくための大切な
手当てです。
　手当ての支給期間は、0 歳か
ら中学生（15 歳になった最初の
３月 31 日）まで。支給額は月額
で、３歳未満が（15000 円、３歳
から小学校修了前が 10000 円（第
３子以降は 15000 円）、中学生が
10000 円で、６月、10 月、２月の
３回に分けて支給します。
　子どもが産まれたり、市外から
転入した場合など、新たに手当て

を受ける際は申請が必要で、続け
て手当てを受ける場合も、現況届
を毎年６月に提出しなければなり
ません。手続きが遅れると手当て
を受けられなくなることもあるの
で、ご注意ください。　
　これらの手続きは、子育て支援
課（℡ 23-1278）で受け付けてい
ます。必ずお手続きください。
　

みんなで学ぶ

　今月号から子育てに
関する情報やお寄せい
ただいた質問などをこ
のコーナーでご紹介し
ていきます。

13 KOBAYASHI 2017.6 12

　詳しい手続き方
法や支給額などは
市ホームページを
ご覧ください。右
のQRコードからアクセスできます。



８月 27日（日）

　文化会館開館 25 周年と NHK 宮崎放送局開局 80
周年を記念して「NHK のど自慢」が開催されます。

ゲスト

坂本　冬美 夏川　りみ

本　番

会　場 小林市文化会館　大ホール

８月 26日（土）予選会 出場者・観覧者募集！
応募締切

７月10日（月）

開場：11時　開演：11時 45分

11時 40分～ 17時 30分（予定）

出場申込 郵便往復はがきに以下を記入してお申し込みください。

観覧申込 入場無料。ただし、入場整理券（１枚で２人入場可）が必要です。

＊中学生以上で、原則アマチュアの方が対象
です。（中学生は予選会・本選どちらも保護者
の同伴が必要です。保護者の名前、電話番号
を記入してください。）
＊応募は１人（１組）１通に限ります。
＊グループで申し込む場合は、全員の名前（ふ
りがな）と年齢・性別、職業を明記のうえ、
代表者が申し込みください。
＊応募後の曲目、出場者の変更はできません。
＊応募多数の場合は、250組を選出のうえ、ご案内を８月９日（水）ごろに発送します。
※６月１日から郵便料金が変更になりました。往復はがき：104円⇒ 124円　郵便料金が不足しないようにご注意ください。

必着

【往信用裏面】①郵便番号、②住所、③名前、④電話番号
【返信用表面】①郵便番号、②住所、③名前
【宛先】〒 886-0009　小林市駅南 232　小林市文化会館「NHKのど自慢・観覧」係
＊応募多数の場合は抽選のうえ、入場整理券（1枚で２人入場可）を 8月 9日（水）ごろに発送します。

※記入に不備があった場合は無効になりますので、ご注意ください。

問合せ NHK 宮崎放送局　企画編成部　℡ 0985-32-8124（平日　10 時～ 18 時）
小林市文化会館　℡ 23-7400（平日※月曜日を除く　９時～ 17 時）

生放送
8月 27日（日）
12時15分～ 13時
＜総合・ラジオ第１・国際＞
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　毎年恒例の宮崎県教育庁主催で「教科書の展示会」。

今年は、小・中・高等・特別支援学校の現行教科書の見

本と、平成 30 年度以降の道徳の教科書の見本が展示さ

れます。一つの教科にたくさんの出版社から教科書が出

版されているのを見比べたり、入学前の子どもと一緒に

教科書に触れられる貴重な機会です。興味のある人はお

立ち寄りください。日時：６月 16 日（金）～ 29 日（木）

９時～ 16 時※休館日（月）を除く。場所：市立図書

館本館２階会議室　問：市立図書館（℡ 22‐7913）

教育委員会教育委員会■学校教育課 ℡ 23-0424　　■社会教育課 ℡ 22-7912
■スポーツ振興課 ℡ 22-7911　■市立図書館 ℡ 22-7913

ＥＤＵＣＡＴＩＯＮ

ＬＩＢＲＡＲＹ

市立図書館の七夕まつり「おはなし会と笹飾りづくり」

メディア安全指導員派遣 現行の教科書を展示します
ＬＩＢＲＡＲＹ

七 夕の由来をご存知ですか。七

夕は、日本の「たなばたつめ」

という行事と中国の「おり姫とひこ

星」の伝説が結びついてできたもの

です。「たなばたつめ」は、乙女が

神様のために布を織ると、神様が村

の災いのすべてを持ち帰ってくれる

という行事です。中国の「おり姫と

ひこ星」の伝説は、2 人が７月７日

に天の川を渡って年に一度だけ会え

る日と言われています。この 2 つが

結びつき、現在の七夕が生まれまし

た。この日、短冊に願いごとを書い

て笹竹につるすと願いが叶うと言わ

れています。天に向かってどんどん

伸びていく竹には、託された願いを

天まで届けてくれる力がそなわって

いるのでしょう。

　市立図書館では、そんな七夕のお

はなしを、紙芝居や絵本を通じて子

どもたちに伝える七夕まつりを毎年

開催しています。特に今年は、フルー

ト、ハープの演奏による「音楽」と

のコラボレーションを予定していま

す。また、実際に願いを込めた短冊

を笹竹に結び、エントランスに飾り

ます。

　年に１回の季節の風物詩。親子で、

またはお友だちと一緒に七夕まつり

に参加してみませんか。

日時：７月２日（日）10 時 30 分～

12 時　参加費：無料　場所：市立

図書館本館２階会議室　問：市立図

書館（℡ 22‐7913）

子どもたちをネット犯罪などから守るため
メディア安全指導員を派遣します

七夕のおはなしを絵本や紙芝居で楽しめる図書館の七夕イベント

いろいろな教科書を見比べられる「教科書の展示会」を開催

　年々増加傾向にあるネット犯罪。スマートフォンや携

帯電話などのメディア（情報通信媒体）でＳＮＳ（ソー

シャル・ネットワーク・サービス）などを利用したこと

により、青少年が犯罪に巻き込まれる事案が県内でも発

生しています。

　宮崎県では、こういった事件に巻き込まれないよう、

ネットなどを利用した場合の危険性や被害にあったとき

の対処法などを各地域で伝える「メディア安全指導員」

を養成しています。

　メディア安全指導員は、ネット犯罪から青少年を守る

ため、子どもの育ちに関わるさまざまな研修会やＰＴＡ

の集まりなどで講習を行います。幼児から青少年、そし

て保護者のみなさまもメディアとの上手な付き合い方を

学んでみませんか？派遣の申し込み、問い合わせは、社

会教育課（℡ 22-7912）まで。



クイズの答
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　広報クイズ

８ ６８ ８ ０５ １お手数です

が 52 円切

手をお貼り

下さい

小林市役所 地方創生課

広報こばやし編集室　行

ご氏名
フリガナ

ご住所
（イニシャルまたはペンネームも記入ください）

興味を
持った
コーナー
３つ

電話 （　　　　）－（　　　　）－（　　　　）

①

②

③

P O S T　C A R D ←
点
線
に
沿
っ
て
切
り
取
っ
て
く
だ
さ
い
。（
官
製
は
が
き
で
も
可
）。
お
便
り
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（広報こばやし№135　2017. ６月号）

　人のうごき（小林市の人口）
人口

男
女

平成 29 年５月１日現在現住人口　　　　（前月比、前年同月比）

現住人口：国勢調査人口（実際に居住している人口）を元に、その後の転入・

転出、出生・死亡などを増減して算出する人口。

４５，３１１人
２０, ９２８人
２４, ３８３人

（＋ 110、＋ 70）

（＋ 71、－ 549）
（＋ 26、－ 321）
（＋ 45、－ 228）

世帯数 １９，６６３世帯

※平成 28 年 10 月 26 日に公表された「平成 27 年国勢調査確定値」を反映しています

①すくすく（3 歳未満）
　お子さんの写真に名前、
ふりがな、性別、誕生日、
住所、保護者名を添えて、
送付ください。
※すぐには掲載できない場
合があります。
②よもやまトーク
　広報紙の感想や最近思う
ことなど。
③心の花びら
　短歌や俳句など。
④疑問質問Ｑ＆Ａ
　わからないことやちょっ
とした疑問、気付いたこと
など。
※いずれも氏名・住所・連
絡先を記入ください。左頁
の広報クイズにもレッツト
ライ !!

【送付先】
・地方創生課
〒 886-8501 小林市細野 300 番地
℡ 23‐1148
ﾒｰﾙ info@city.kobayashi.lg.jp
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Ｔ
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）

　

春
は
山
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、
５
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に
な
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と

待
ち
に
待
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、
マ
ン
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が
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ま
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こ
の
時
期
に
な
る
と
野
尻
町

へ
出
か
け
る
の
が
さ
ら
に
楽
し

み
に
な
り
ま
す
ね
。
か
わ
い
ら

し
い
バ
ラ
を
見
る
と
心
が
ほ
っ

こ
り
和
み
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
素
敵
な
賞
品
が
当
た
る

と
い
い
で
す
ね
！●

毎
号
広
報
こ
ば
や
し
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

写
真
も
い
っ
ぱ
い
で
、
小
林
の

い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
わ
か
り
、

全
ペ
ー
ジ
じ
っ
く
り
読
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て

く
だ
さ
い
。　
　
（
Ｏ
・
Ｍ
＝
堤
）

　

楽
し
く
読
ん
で
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

●

表
紙
の
日
本
一
の
宮
崎
牛

を
見
ま
し
た
。
和
牛
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
３
連
覇
す
る
の

が
楽
し
み
で
す
。

（
Ｔ
・
Ｈ
＝
神
奈
川
県
）

　

全
国
大
会
に
向
け
て
、
生
産

者
の
方
の
目
に
は
闘
志
が
み
な

ぎ
っ
て
い
ま
し
た
。
み
ん
な
で

応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

四
方
山
話

すくすくSUKUSUKU 皆さまの投稿をお待ちしています！

平成 27 年７月20日生

琴子、お父さんとお母さんのように大きく
なってね！ ( 心が )
父：久人さん　母：咲子さん

福
ふくなが

永 琴
こ と こ

子ちゃん
平成 28 年 11 月 26 日生

平成 26 年６月９日生

南園クレーンは僕たちに任せてください！
父：真一朗さん　母：亜里沙さん

南
みなみぞの

園 心
し ゅ う あ

優朗くん

大
おおつぼ

坪 茉
ま き

希ちゃん

じーちゃん、ばーちゃん、また遊んでね。
父： 慎太郎さん　母：可恵さん

画：友安よーいち
第 38 話「ホタルの光」

※
ホ
タ
ル
を
間
近
に
見
ら
れ
る
「
ホ
タ
ル
恋
ま
つ
り
」。
こ
す
モ
ー
の
よ
う
に
じ
っ
く
り
見
て
み
る
と
、
何
か
面
白
い
発
見

　
が
あ
る
か
も
？

編集後記

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
が
い
よ
い
よ

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

早
速
、「
Ａ
列
車
で
行
こ
う
」
の

取
材
に
。
そ
の
中
で
、市
の
チ
ョ

ウ
ザ
メ
の
養
殖
場
が
ツ
ア
ー
に

組
み
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
想

像
以
上
に
、
参
加
者
は
興
味

津
々
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
、
身
近

な
と
こ
ろ
に
、
観
光
資
源
は
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。（
森
本
潤
葵
）

ホ
タ
ル
の
写
真
撮
影
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
昨
年
は

カ
メ
ラ
の
設
定
も
分
か
ら
ず
苦

戦
し
ま
し
た
が
、
何
と
か
今
年

は
成
功
。
何
で
も
や
っ
た
分
だ

け
力
に
な
る
と
実
感
し
ま
し

た
。
今
年
の
ホ
タ
ル
恋
ま
つ
り

は
晴
れ
の
日
が
多
く
、
幻
想
的

な
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。（
深
草
由
樹
）

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
太
ガ
ス
田
の
開
発
経
済
協
力
ウ
ク
ラ
イ
ナ

「
・
・
・
」

「
・
・
・
・
。」

今
は
サ
ハ
リ
ン

出
資

平成 27 年９月 28 日生
南
みなみぞの

園 心
み き あ

輝朗くん

問題：観光のマーケティング・マネジメントを行う　
　　　〇〇〇体制始動
◆ヒント：4 ページから探してください。
　クイズの答・興味を持ったコーナー３つ・住所・氏名・電
話番号を明記して応募してください。
　今月は、抽選で 10 人に「図書カード（500 円分）」をプレゼント。

【締切】6 月 19 日（月曜）〔当日消印有効〕
応募は一人１枚まで。広報こばやし５月号のクイズの答えは

「コスモス」でした。抽選の結果、正解者の 10 人に景品を贈
りました。
※プレゼントを提供くださる方も募集しています。

【宛先】〒 886-8501（住所不要）小林市地方創生課広報
FAX：23 － 6650　E-mail：info@city.kobayashi.lg.jp



　

小
林
市
病
院
企
業
職
員
採
用
試

験
を
行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
日
本

国
籍
を
持
っ
て
い
な
い
人
、
そ
の

他
地
方
公
務
員
法
の
規
定
に
よ
る

欠
格
事
項
に
該
当
す
る
人
は
受
験

で
き
ま
せ
ん
。
試
験
は
以
下
の
区

分
ご
と
に
行
い
ま
す
が
、
こ
の
う

ち
希
望
す
る
職
種
の
い
ず
れ
か
一

つ
の
み
受
験
で
き
ま
す
。
な
お
、

申
込
締
切
後
は
、
試
験
区
分
の
変

更
は
認
め
ま
せ
ん
。

◆
試
験
日
程

　

7
月
9
日
（
日
曜
）

◆
試
験
会
場

　

市
立
病
院
会
議
室

◆
試
験
区
分
・
採
用
予
定
・
受
験

　

資
格

◆
薬
剤
師
（
若
干
名
）

　

昭
和
47
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
人

◆
看
護
師
（
10
人
程
度
）

　

昭
和
53
年
4
月
2
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
34
歳
ま
で
に
免
許

を
取
得
し
た
人

◆
診
療
放
射
線
技
師
（
若
干
名
）

 

昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

◆
臨
床
検
査
技
師
（
若
干
名
）

 

昭
和
58
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人

※
薬
剤
師
、
診
療
放
射
線
技
師
、

　

臨
床
検
査
技
師
は
資
格
を
持
っ

　

て
い
る
人
ま
た
は
平
成
29
年
度

　

の
各
種
試
験
で
資
格
取
得
見
込

　

み
の
人
、
看
護
師
は
昭
和
59
年

　

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

　

で
、
平
成
29
年
度
の
試
験
で
免

　

許
取
得
見
込
み
の
人
を
含
む
。

◆
申
込
締
切

　

6
月
23
日
（
金
曜
）
ま
で

　

8
時
30
分
～
17
時
15
分

※
土
日
、
祝
日
を
除
く

※
郵
送
の
場
合
、6
月
23
日（
金
曜
）

　

必
着
。

◆
そ
の
他

　

申
込
方
法
や
試
験
科
目
の
詳
細

は
、
市
立
病
院
ま
で
問
い
合
わ
せ

る
か
、
市
立
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

●
問

・
市
立
病
院
事
務
部

　

℡
23
‐
４
７
１
１
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市
で
は
、
平
成
26
年
度
に
策
定

し
た
「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
」

の
見
直
し
を
行
い
、
新
た
な
計
画

を
策
定
し
ま
す
。
こ
の
計
画
の
策

定
に
あ
た
り
、
保
健
医
療
・
福
祉

関
係
者
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の

委
員
か
ら
な
る
策
定
懇
話
会
を
設

置
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
委
員
と
と
も
に
計
画
に
つ
い

て
審
議
す
る
市
民
（
公
募
に
よ
る

委
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
と
は

　

介
護
保
険
・
保
健
・
福
祉
に
限

ら
ず
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
も

て
る
生
活
や
、
社
会
参
加
実
現
の

た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
充
実

を
図
る
道
し
る
べ
の
役
割
を
果
た

す
も
の
で
す
。

◆
懇
話
会
日
程

　

平
成
29
年
7
月
か
ら
平
成
30
年

2
月
の
間
、
4
回
程
度

◆
任
期　

3
年

◆
定
員　

若
干
名

◆
申
込
方
法

　

封
書
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、「
高
齢

社
会
」
に
関
す
る
考
え
を
４
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
た
も
の
を
郵
送

く
だ
さ
い
。
な
お
、
高
齢
者
の
介

護
な
ど
の
経
験
ま
た
は
知
識
が
あ

る
人
は
、
そ
の
旨
を
簡
単
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切

　

6
月
20
日
（
火
）
必
着

●
申
・
問

・
長
寿
介
護
課

　

〒
８
８
６
‐
８
５
０
１

　

小
林
市
細
野
３
０
０
番
地

　

℡
23
‐
１
１
４
０

　

人
事
院
九
州
事
務
局
と
熊
本
国

税
局
で
は
、
税
務
職
員
採
用
試
験

の
受
験
者
を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
開
始
日

　

６
月
19
日
（
月
曜
）

◆
そ
の
他

　

申
込
受
付
期
間
、
申
込
先
、
申

込
方
法
は
、
希
望
す
る
第
１
次
試

験
の
会
場
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

受
験
資
格
や
申
込
方
法
な
ど
詳
し

く
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

試
験
概
要
（「
税
務
職
員
採
用
試

験
」 

で
検
索
）
で
確
認
す
る
か
、

電
話
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
人
事
院
九
州
事
務
局

　

℡
０
９
２
‐
４
３
１
‐
７
７
３
３

・
熊
本
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験

　

研
修
係

　

℡
０
９
６
‐
３
５
４
‐
６
１
７
１

・
小
林
税
務
署

　

℡
23
‐
３
１
２
６

※
音
声
案
内
で
「
2
」
を
選
択
し

　

て
く
だ
さ
い

　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
が
主
催

す
る
学
習
活
動
（
教
育
・
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）
や
、
グ
ル
ー

プ
・
サ
ー
ク
ル
な
ど
の
学
習
活
動

に
か
か
る
講
師
料
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

◆
申
込
資
格　
　

・
市
内
で
活
動
を
行
う
グ
ル
ー
プ

　

な
ど
で
あ
り
、
構
成
員
が
5
人

　

以
上
で
過
半
数
が
市
内
在
住
者

・
活
動
を
継
続
し
て
3
回
以
上
実

　

施
す
る

▼
次
に
挙
げ
る
も
の
は
対
象
外

・
営
利
、
政
党
、
宗
教
に
関
す
る

　

団
体
、
グ
ル
ー
プ
や
サ
ー
ク
ル

　

ま
た
は
活
動
内
容

・
国
、
県
、
市
の
助
成
を
受
け
て

　

い
る
団
体
（
上
部
組
織
を
通
じ

　

て
受
け
て
い
る
場
合
も
含
む
）

・
依
頼
を
予
定
し
て
い
る
講
師
が
、

　

団
体
内
部
の
人

◆
支
援
額
・
回
数
・
上
限　
　

　

１
団
体
に
つ
き
１
事
業
（
４
回
）

ま
で
、上
限
１
回
６
０
０
０
円
（
こ

の
金
額
か
ら
所
得
税
を
控
除
）

◆
申
込
締
切　

7
月
24
日
（
月
曜
）

◆
申
込
方
法　
　

　

所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
次
の
書
類
を
添
え
て
中
央

公
民
館
に
直
接
提
出
く
だ
さ
い
。

◆
提
出
書
類

①
申
請
書
・
事
業
内
容
の
チ
ラ
シ

　

な
ど

②
事
業
計
画
書
・
収
支
予
算
書

③
講
座
受
講
者
名
簿

◆
申
請
書
配
布
先

　

中
央
公
民
館

◆
募
集
団
体
数　

２
団
体

※
申
込
多
数
の
場
合
は
内
容
な
ど

　

を
審
議
し
、
決
定
し
ま
す
。

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２
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募　

集

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

策
定
懇
話
会
委
員

病
院
企
業
職
員

採
用
試
験
（
第
１
回
）

税
務
職
員
採
用
試
験

講
師
料
の
一
部
補
助

セ
ル
フ
プ
ラ
ン
講
座

～一般書籍～

『おもちゃ絵 芳藤』
著者：谷津　矢車　

発行：文藝春秋

～児童書～

『かみになっちゃったパパ』
ぶん／え：イ・ジウン

やく：わたなべ　なおこ
発行：ワールドライブラリー

～一般書籍～

『ちょっと具合の
よくないときの体操』
監修：清水　聖志人／

石川　みずえ
発行：日東書院本社

今月の
おすすめ
図書

小林市立図書館

ウ
ニ
と
パ
パ
の
ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ
大
冒
険
。

父
の
日
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
で
す
。

市立図書館
安
やすかげ

影　美
み ほ

穂さん

銀河

天空の羅針盤

　地球や木星など太陽の周りを回る惑星や星
座の星たちは総勢２千億個ほどがバームクー
ヘンのように集まって渦を巻いています。こ
のような天体を銀河と言いますが、宇宙には
私たちの住んでいる銀河以外にも多数の銀河
があります。６月中旬ごろには、とっぷりと
日が暮れる 21 時ごろに、頭上に赤っぽいア
ルクツールスが輝いています。西の方へ少し
目を移すと何やらボーッと星の集まりらしき
ところが見つかります。この辺りが、かみの
け座。ここには写真のような宇宙の不思議を
感じさせてくれる銀河が潜んでいます。大型
望遠鏡を通して眺めたとき、この特徴的な姿
が目の前に現れます。【お知らせ】今月の観望
会は、毎週土・日の夜 20 時～、21 時～。休
館日は毎週火曜とプラネタリウム番組入替え
期間の５日（月）～８日（木）。

（６０ｃｍ大型望遠鏡で撮影）



　

今
年
度
も
地
域
経
済
の
活
性

化
、
市
民
の
安
心
安
全
な
住
環
境

の
向
上
、
市
内
施
工
業
者
の
技
術

の
伝
承
を
目
的
に
、
経
済
対
策
小

林
市
住
宅
等
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
補
助
金
を
実
施
し
ま
す
。

◆
補
助
額

・
対
象
工
事
費
か
ら
消
費
税
を
抜

　

い
た
金
額
の
10
㌫
（
20
万
円
以

　

上
の
工
事
）

・
補
助
額
上
限
15
万
円

◆
対
象
者

・
市
内
に
住
所
の
あ
る
方
で
住
宅

　

を
所
有
し
、居
住
し
て
い
る
人
、

　

ま
た
は
市
内
に
本
店
も
し
く
は

　

主
た
る
事
務
所
を
所
有
し
、
事

　

業
の
た
め
に
使
用
さ
れ
て
い
る

　

人
・
市
税
な
ど
を
完
納
し
て
い
る
人

・
市
の
他
の
改
修
補
助
制
度
に
よ

　

る
助
成
を
受
け
て
い
な
い
人

◆
注
意
事
項

①
今
年
度
よ
り
補
助
対
象
要
件
が

　

変
更
と
な
っ
て
い
る
の
で
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

②
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
に
工

　

事
が
完
了
し
、
代
金
の
支
払
い

　

が
で
き
る
こ
と
。
な
お
、
予
算

　

が
な
く
な
り
次
第
、
締
め
切
ら

　

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
予
め

　

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

③
工
事
を
行
う
業
者
は
、
市
内
に

　

本
店
を
置
く
法
人
、
又
は
市
内

　

に
住
所
を
持
つ
個
人
事
業
者
に

　

限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

④
対
象
と
な
る
物
件
は
新
築
か
ら

　

１
年
以
上
経
過
し
た
物
件
で
す
。

◆
そ
の
他

　

対
象
工
事
、
申
請
書
類
、
申
請

方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
、
商
工
観
光
課
ま
で

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
・
商
工
観
光
課

　

℡
23
‐
１
１
７
４

　

放
送
大
学
で
は
平
成
29
年
度
第

2
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
ま
す
。

◆
出
願
期
間

・
第
１
回

　

6
月
15
日
（
木
曜
）

　
　

～
8
月
31
日
（
木
曜
）

・
第
２
回

　

9
月
1
日
（
金
曜
）

　
　

～
9
月
20
日
（
水
曜
）

◆
そ
の
他

　

申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

気
軽
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
放
送
大
学
宮
崎
学
習
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
９
８
２
‐
53
‐
１
８
９
３

　

県
で
は
、
若
者
の
県
内
企
業
へ

の
就
職
を
促
進
し
、
今
後
の
地
域

や
産
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
た

め
、
県
内
企
業
な
ど
へ
就
職
し
た

若
者
の
奨
学
金
返
還
支
援
を
産
業

界
と
と
も
に
支
援
す
る
「
ひ
な
た

創
生
の
た
め
の
奨
学
金
返
還
事

業
」を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

当
事
業
に
賛
同
し
、
奨
学
金
の
返

還
支
援
を
行
っ
て
い
た
だ
け
る
企

業
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。

◆
申
込
締
切　

６
月
30
日（
金
曜
）

※
詳
細
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

確
認
く
だ
さ
い
。

●
問
・
県
産
業
政
策
課

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
９
６
７

フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

初
め
て
の
方
も
楽
し
く
一
緒
に
踊

り
ま
せ
ん
か
。

◆
日
程
（
全
9
回　

毎
週
火
曜
）

　

7
月
25
日
（
火
曜
）

　
　
　

～
9
月
19
日
（
火
曜
）

　

19
時
30
分
～
21
時　
　
　
　
　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方

◆
参
加
費　

１
０
０
０
円　

◆
定
員　

15
人

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
。　

◆
申
込
締
切　

7
月
18
日（
火
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

パ
フ
ス
カ
ー
ト
の
貸
出
し
あ
り

ま
す
。

夏
休
み
チ
ャ
レ
ン
ジ
講
座

夏
休
み
の
作
品
作
り
に
陶
芸
を
し

ま
せ
ん
か
。ロ
ク
ロ
を
ま
わ
し
て
、

茶
碗
や
マ
グ
カ
ッ
プ
を
作
ろ
う
。

親
子
ま
た
は
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
参
加
。

▼
日
程

　

7
月
27
日
（
木
曜
）

　

9
時
30
分
～
12
時　
　
　
　
　

◆
場
所

　

須
木
総
合
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

◆
対
象

　

市
内
小
中
学
生
と
保
護
者　

◆
参
加
費　

５
０
０
円

※
別
途
材
料
代
が
、
1
人
あ
た
り

　

１
０
０
０
円
必
要
で
す
。

◆
定
員　

12
組　

※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選
。

◆
申
込
締
切　

7
月
21
日（
金
曜
）

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
・
問

・
教
育
部
須
木
分
室

　

℡
48
‐
２
２
６
６

　

乳
幼
児
に
起
こ
り
や
す
い
事
故

の
予
防
と
そ
の
手
当
、
か
か
り
や

す
い
病
気
と
発
熱
・
け
い
れ
ん
な

ど
の
症
状
に
対
す
る
手
当
な
ど
の

知
識
と
技
能
を
習
得
で
き
る
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

　

６
月
17
日
（
土
曜
）
10
時
～
12
時

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
講
師

　

日
本
赤
十
字
社 

宮
崎
県
支
部 

指
導
員

◆
対
象

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

◆
費
用　

無
料

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１
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自
分
の
体
質
を
知
り
、
季
節
の

食
材
を
食
生
活
に
取
り
入
れ
て
養

生
し
て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
程
（
全
4
回
）

　

7
月
11
日
（
火
曜
）、
9
月
12

日
（
火
曜
）、11
月
14
日
（
火
曜
）、

平
成
30
年
1
月
23
日
（
火
曜
）　

◆
時
間　

13
時
半
～
15
時

◆
費
用　

５
０
０
円

※
別
途
、
材
料
費
が
必
要

◆
定
員　

8
人

※
申
込
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

6
月
27
日（
火
曜
）

◆
場
所　

中
央
公
民
館 

◆
対
象

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

9
時
～
17
時

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

仕
事
な
ど
で
疲
れ
た
身
体
と
心

を
呼
吸
で
ほ
ぐ
し
リ
ラ
ッ
ク
ス
し

ま
し
ょ
う
！

◆
日
時　

　

7
月
4
日
（
火
曜
）

　
　

～
9
月
26
日
（
火
曜
）

　

19
時
～
20
時
30
分

※
お
お
む
ね
隔
週
火
曜
、
全
7
回

◆
場
所　

中
央
公
民
館

◆
対
象
者

　

市
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
お
お

む
ね
40
歳
ま
で
の
人

※
対
象
者
以
外
も
受
け
付
け
ま
す

　

が
、
申
込
多
数
の
場
合
は
対
象

　

者
を
優
先
し
、
後
は
抽
選
。

◆
費
用　

１
０
０
０
円

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
は
各
自
持
参

◆
定
員　

15
人

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
締
切　

6
月
23
日（
金
曜
）

◆
受
付
時
間

　

月
曜
～
金
曜　

9
時
～
17
時

※
土
日
、
祝
日
を
除
く
。

●
申
・
問

・
中
央
公
民
館

　

℡
22
‐
３
４
８
２

　

市
内
21
認
可
保
育
園
の
年
長
児

（
小
林
乳
児
保
育
園
は
2
歳
児
）

が
集
合
し
て
、
第
17
回
保
育
ま
つ

り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
園
児
に
よ

る
合
唱
・
ダ
ン
ス
や
、
保
育
士
に

よ
る
舞
踊
劇
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆
日
時

　

6
月
25
日
（
日
曜
）

　

開
場
：
9
時
30
分

　

開
演
：
10
時　

◆
場
所　

文
化
会
館　

大
ホ
ー
ル

●
問

・
西
小
林
保
育
園　

　

℡
27
‐
１
６
４
７

　

障
が
い
者
の
生
活
や
支
援
に
関

す
る
福
祉
制
度
に
つ
い
て
理
解
と

認
識
を
深
め
、
意
思
疎
通
支
援
を

行
う
た
め
に
必
要
な
パ
ソ
コ
ン
技

術
を
習
得
す
る
た
め
の
講
座
を
開

催
し
ま
す
。

◆
開
催
期
間

　

7
月
23
日
（
日
曜
）

　

～
平
成
30
年
2
月
18
日（
日
曜
）

　

毎
月
第
1
、
第
3
月
曜
日

　

19
時
～
21
時

　

第
2
日
曜
日

　

10
時
～
15
時

◆
開
講
日

　

7
月
23
日
（
日
曜
）
10
時
～

◆
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
資
格

　

市
内
在
住
の
高
校
生
以
上
で
、

パ
ソ
コ
ン
の
タ
イ
ピ
ン
グ
入
力
が

で
き
る
人

◆
受
講
料　

無
料

見
学
会

　

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
の
見
学
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

7
月
3
日
（
月
曜
）
19
時
～
21
時

◆
場
所

　

小
林
市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
申
込
方
法

　

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１
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ｓ
ａ
ｎ
ｋ
ａ
ｌ
ｐ
ａ

ヨ
ガ
講
座

経
済
対
策
小
林
市

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

放
送
大
学
の
学
生
募
集

▼▼
講
座
・
催
し

こ
ば
や
し
保
育
ま
つ
り

季
節
の
薬
膳
講
座

須
木
生
涯
学
習
講
座

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記

講
習
会

ひ
な
た
創
生
の
た
め
の

奨
学
金
返
還
支
援
事
業

の
支
援
企
業
を
募
集

救
急
法
（
幼
児
安
全
法
）

を
学
び
ま
せ
ん
か

やっぱい元気がよか！

誤
ご え ん

嚥の予防体操 part ２

　このコーナーでは、介護予防につながる、
簡単な運動を紹介します !
●問＝長寿介護課　℡ 23‐1140

　今回は、誤嚥予防に効果的な「あいう
べ体操」を紹介します。この体操を行う
とインフルエンザの発症率が減少し、免
疫力アップにも良いと注目されています。
①口を大きく開いて「あ～」
②口を大きく横に開いて「い～」
③口を前に突き出すようにして「う～」
④舌を突き出し、下に伸ばして「べ～」
　誰かに見られたら恥ずかしいと感じる
くらい思いっきり口を開いて 1 セット
10 回を目安に 1 日 3 セットやってみま
しょう。

あ　
　

い　
　

　

う　
　

べ

【
文/

写
真
】

長
寿
介
護
課　

作
業
療
法
士　

田た
な
か中　

美み
ゆ
き幸

さ
ん

～
～

～
～



　

家
族
や
友
人
な
ど
身
近
な
方
の

ア
ル
コ
ー
ル
問
題
で
悩
ん
で
い
ま

せ
ん
か
？
ア
ル
コ
ー
ル
に
つ
い
て

の
正
し
い
知
識
や
対
応
方
法
、
健

康
障
害
に
つ
い
て
学
び
、
身
近
な

方
の
治
療
や
回
復
に
つ
い
て
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◆
日
程

　

6
月
13
日
（
火
曜
）、
7
月
11

日
（
火
曜
）、8
月
8
日
（
火
曜
）、

9
月
12
日（
火
曜
）、10
月
10
日（
火

曜
）、
11
月
14
日
（
火
曜
）、
12
月

12
日
（
火
曜
）、
平
成
30
年
1
月

9
日（
火
曜
）、2
月
13
日（
火
曜
）、

3
月
13
日
（
火
曜
）

◆
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

小
林
保
健
所

◆
内
容

　

ア
ル
コ
ー
ル
関
連
の
健
康
問
題

に
関
す
る
教
室

◆
参
加
費　

無
料

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

●
問

・
小
林
保
健
所

　

℡
23
‐
３
１
１
８

　

日
々
の
生
活
の
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
、
心
の
バ

ラ
ン
ス
が
失
わ
れ
る
人
が
増
え
て

い
ま
す
。
不
安
や
悩
み
が
続
い
て

い
る
、
気
分
が
沈
む
、
眠
れ
な
い

な
ど
、
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程

　

6
月
27
日
（
火
曜
）、
7
月
25

日
（
火
曜
）、8
月
22
日
（
火
曜
）、

9
月
26
日（
火
曜
）、10
月
24
日（
火

曜
）、
11
月
28
日
（
火
曜
）、
12
月

26
日
（
火
曜
）、
平
成
30
年
1
月

23
日
（
火
曜
）、2
月
27
日
（
火
曜
）

3
月
27
日
（
火
曜
）

◆
時
間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

◆
場
所　

小
林
保
健
所

◆
内
容

　

専
門
の
医
師
に
よ
る
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法

　

事
前
申
込
が
必
要
で
す
。
電
話

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
そ
の
他

　

平
日
の
8
時
30
分
か
ら
17
時
の

間
に
保
健
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の

健
康
相
談
」
を
随
時
実
施
し
て
い

ま
す
。

●
申
・
問

・
小
林
保
健
所

　

℡
23
‐
３
１
１
８

　

身
体
障
が
い
者
の
自
立
と
社
会

参
加
を
促
進
す
る
た
め
、
身
体
障

害
者
補
助
犬
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

給
付
を
希
望
す
る
人
は
、
福
祉
課

ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象

①
県
内
に
概
ね
１
年
以
上
居
住
す

　

る
18
歳
以
上
の
人
で
、
次
の
い

　

ず
れ
か
の
状
態
に
あ
る
人

・
視
覚
障
が
い
１
級
の
身
体
障
害

　

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　

人
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人

・
肢
体
不
自
由
１
、２
級
の
身
体

　

障
が
い
者
手
帳
の
交
付
を
受
け

　

て
い
る
人
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず

　

る
人

・
聴
覚
障
が
い
２
級
の
身
体
障
害

　

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る

　

人
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
人

②
所
定
の
訓
練
を
受
け
、
身
体
障

　

害
者
補
助
犬
を
適
切
に
利
用
し

　

飼
育
で
き
る
人

③
身
体
障
害
者
補
助
犬
を
使
用
す

　

る
こ
と
で
就
労
等
社
会
活
動
へ

　

の
参
加
に
効
果
が
あ
る
と
認
め

　

ら
れ
る
人

◆
費
用

　

身
体
障
害
者
補
助
犬
の
購
入
と

訓
練
に
要
す
る
費
用
は
、
県
が
負

担
し
ま
す
。
た
だ
し
、
訓
練
施
設

ま
で
の
旅
費
、
訓
練
期
間
中
の
本

人
の
食
費
、
給
付
後
の
経
費
（
飼

育
費
等
）
は
本
人
負
担
で
す
。

◆
申
込
書
提
出
期
限

　

７
月
28
日
（
金
曜
）

◆
そ
の
他

・
給
付
者
に
つ
い
て
は
、
選
考
の

　

う
え
決
定
し
ま
す

・
身
体
障
害
者
補
助
犬
の
給
付
を

　

受
け
る
人
は
、
県
が
委
託
し
た

　

訓
練
施
設
で
約
１
ヶ
月
間
、
身

　

体
障
害
者
補
助
犬
と
の
訓
練
を

　

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、

　

盲
導
犬
に
つ
い
て
は
、
県
が
指

　

定
す
る
施
設
か
ら
希
望
施
設
を

　

選
べ
ま
す

●
問

・
福
祉
課

　

℡
23
‐
０
１
１
１

・
県
障
が
い
福
祉
課

　

℡
０
９
８
５
‐
32
‐
４
４
６
８
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「
わ
か
ち
あ
い
の
会
」
は
遺
族

が
安
心
し
て
思
い
を
分
か
ち
合
え

る
場
で
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
話

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
お
住
ま
い

や
お
名
前
は
、
匿
名
で
も
構
い
ま

せ
ん
。
話
し
た
く
な
い
こ
と
は
話

す
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ど
い

の
中
で
の
話
は
、
他
で
は
話
し
ま

せ
ん
。

◆
日
程

　

6
月
22
日
（
木
曜
）、
7
月
27

日
（
木
曜
）、8
月
24
日
（
木
曜
）、

9
月
28
日（
木
曜
）、10
月
26
日（
木

曜
）、
11
月
30
日
（
木
曜
）、
12
月

28
日
（
木
曜
）、
平
成
30
年
1
月

25
日（
木
曜
）、2
月
22
日（
木
曜
）、

3
月
22
日
（
木
曜
）

◆
時
間　

13
時
～
15
時

◆
場
所　

小
林
保
健
所

◆
対
象

　

大
切
な
人
を
自
死
（
自
殺
）
で

亡
く
さ
れ
た
人

◆
内
容

　

参
加
者
同
士
の
語
り
合
い
・
分

か
ち
合
い

◆
参
加
費　

無
料

◆
申
込
方
法

　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

●
問

・
小
林
保
健
所

　

℡
23
‐
３
１
１
８

　

先
の
大
戦
で
、
旧
主
要
戦
域
と

な
っ
た
陸
上
、
遺
骨
収
集
の
望
め

な
い
海
上
な
ど
の
戦
没
者
の
遺
族

を
対
象
と
し
て
慰
霊
巡
拝
を
行
い

ま
す
。

◆
実
施
地
域
（
実
施
時
期
・
募
集

　

人
員
・
県
へ
の
申
込
締
切
日
）

・
沿
海
地
方
（
9
月
24
日
～
28
日

　

・
15
人
・
6
月
16
日
）

・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
（
10
月
4
日
～

　

13
日
・
15
人
・
6
月
12
日
）

・
硫
黄
島
（
1
次
）（
10
月
24
日

　

～
25
日
・
１
０
０
人
・
7
月
7

　

日
）

・
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
（
10
月
26
日
～

　

11
月
2
日
・
15
人
・
6
月
16
日
）

・
硫
黄
島
（
2
次
）（
2
月
20
日

　

～
21
日
・
１
０
０
人
・
10
月
30

　

日
）

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
（
2
月
14
日
～
23

　

日
・
60
人
・
9
月
25
日
）

・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸

　

島
（
3
月
3
日
～
11
日
・
10
人
・

　

10
月
26
日
）

◆
対
象　

戦
没
者
の
遺
族

◆
費
用

  

実
施
地
域
に
よ
っ
て
金
額
が
異

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
宮
崎
県
指
導
監
査
・
援
護
課　

　

℡
０
９
８
５
‐
26
‐
７
０
６
１

　　

小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
介
護
を
し
て
い
る
人
の

心
身
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
と
活
力
に

つ
な
げ
る
た
め
、
毎
月
第
2
土
曜

に
「
家
族
介
護
者
の
集
い
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。
7
月
は
次
の
内

容
で
開
催
し
ま
す
。
介
護
に
関
す

る
質
問
や
悩
み
の
あ
る
人
、
今
ま

で
参
加
し
た
こ
と
の
な
い
人
、
ま

た
介
護
を
卒
業
し
た
人
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

　

7
月
8
日
（
土
曜
）
10
時
～
12
時

◆
場
所

　

有
料
老
人
ホ
ー
ム
生
駒
の
杜

　
（
南
西
方
７
７
５
０
番
地
）

◆
内
容　

茶
話
会
．
懇
談
会

◆
参
加
費　

無
料

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◆
問

・
小
林
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
25
‐
０
７
０
７

　

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変

更
申
請
受
付
を
行
い
ま
す
。

◆
申
請
受
付
期
間

　

6
月
30
日
（
金
曜
）
ま
で

◆
申
請
先
・
申
請
書
配
布
先

　

農
業
振
興
課
、
須
木
庁
舎
地
域

整
備
課
、
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

◆
変
更
申
請
の
要
件

　

農
用
地
（
青
地
）
を
除
外
す
る

と
き
は
「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
具

体
的
・
緊
急
的
な
事
業
計
画
が
あ

り
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
要
件
を

全
て
満
た
す
場
合
に
限
り
ま
す
。

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０

　

梅
雨
前
線
に
よ
る
豪
雨
や
台
風

な
ど
で
農
地
（
田
・
畑
）
や
農
業

用
施
設
（
農
道
・
用
排
水
路
）
な

ど
が
被
災
し
た
場
合
は
、
現
地
を

確
認
（
立
会
）
後
に
災
害
復
旧
事

業
と
し
て
申
請
を
行
う
た
め
、
必

ず
１
週
間
以
内
に
連
絡
く
だ
さ

い
。
農
業
用
施
設
は
、
日
頃
か
ら

の
維
持
管
理
が
認
め
ら
れ
な
い
場

合
は
災
害
と
し
て
復
旧
で
き
ま
せ

ん
。
日
常
の
草
刈
り
や
水
路
の
泥

上
げ
な
ど
の
作
業
を
す
る
と
き

に
、
記
録
簿
と
写
真
の
整
理
を
し

て
く
だ
さ
い
（
災
害
復
旧
を
申
請

さ
れ
る
際
に
は
提
出
が
必
要
）。

　

な
お
復
旧
す
る
場
合
、各
農
地
、

農
業
用
施
設
の
受
益
者
に
よ
る
負

担
金
が
生
じ
ま
す
。

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
３
３

・
須
木
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
48
‐
３
１
３
１

・
野
尻
庁
舎
地
域
整
備
課

　

℡
44
‐
１
１
０
０
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ア
ル
コ
ー
ル
家
族
教
室

▼▼
保
健
・
福
祉

ひ
き
こ
も
り
・
こ
こ
ろ

の
健
康
相
談

わ
か
ち
あ
い
の
会

（
自
死
遺
族
の
つ
ど
い
）

平
成
29
年
度
慰
霊
巡
拝

家
族
介
護
者
の
集
い

（
認
知
症
家
族
の
会
）

身
体
障
害
者
補
助
犬
を

給
付
し
ま
す

▼▼　
案　

内

農
地
・
農
業
用
施
設
災

害
の
復
旧
事
業

農
振
除
外
等
の

申
請
受
付

地域おこし協力隊通信

　今年の３
月から地域
おこし協力
隊として活
動していま
す。人と人、
自然との繋
がりを大切
にした物づくりを意識して、地域にある植物・
土などの素材を活かした絵具、染料など材料か
ら作る染め物や木版画の制作をしています。他
にはこばやしマルシェ、わのしずくフェスの実
行委員をしたり、Kobayashi Organic にも携
わっています。
　今後は、表現の楽しさや物づくりの歓びを共
有できる教室などを開催したいと思いますの
で、興味のある方はぜひご参加ください。

こ
ば
や
し
マ
ル
シ
ェ
に

遊
び
に
き
て
ね
！

東
ひがしもと

本 由
ゆ か り

佳理 隊員



ＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎＩｎｆｏrｍａｔｉｏｎおしらせ
　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
農
業

用
機
械
免
許
資
格
取
得
の
研
修
を

行
い
ま
す
。

◆
申
込
資
格

①
県
農
作
業
安
全
推
進
協
議
会
の

　

実
施
す
る
農
作
業
安
全
研
修
を

　

修
了
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
8

　

月
末
に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

　

る
同
研
修
を
受
講
で
き
る
人
。

②
18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
。

③
認
定
農
業
者
や
認
定
計
画
に
位

　

置
づ
け
ら
れ
た
構
成
員
、
認
定

　

新
規
就
農
者
、
ま
た
は
集
落
営

　

農
組
織
な
ど
の
構
成
員
。

④
普
通
運
転
免
許
を
持
っ
て
い
る

　

人
。
け
ん
引
研
修
の
受
講
は
、

　

大
型
特
殊
免
許
（
農
耕
用
限
定

　

を
含
む
。）
が
必
要
で
す
。

◆
研
修
日
程

▼
農
耕
用
限
定
大
型
特
殊
免
許
取

　

得
研
修
（
定
員
若
干
名
）

　

7
月
18
日（
火
曜
）～
25
日（
火

曜
）、
7
月
26
日
（
水
曜
）
～
8

月
1
日
（
火
曜
）、12
月
20
日
（
水

曜
）
～
26
日
（
火
曜
）

▼
農
耕
用
限
定
け
ん
引
免
許
取
得

　

研
修　
（
定
員
若
干
名
）

　

平
成
30
年
1
月
17
日
（
水
曜
）

～
23
日
（
火
曜
）、1
月
24
日
（
水

曜
）
～
30
日
（
火
曜
）

◆
応
募
用
紙
配
布
先
・
提
出
先

　

農
業
振
興
課
、
須
木
地
域
整
備

課
、
野
尻
地
域
整
備
課

◆
申
込
期
限

　

6
月
16
日
（
金
曜
）

　

17
時
15
分
ま
で

◆
提
出
先

　

農
業
振
興
課
、
須
木
地
域
整
備

課
、
野
尻
地
域
整
備
課

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問

・
農
業
振
興
課

　

℡
23
‐
０
３
０
０

　

市
で
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
行

政
評
価
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
行
政
評

価
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
小
林
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
本
庁
舎
、
須
木

庁
舎
、
野
尻
庁
舎
で
閲
覧
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

行
政
評
価
と
は

　

政
策
、
施
策
及
び
事
務
事
業
に

つ
い
て
効
果
や
成
果
、
達
成
度
の

現
状
分
析
を
行
い
、
行
政
課
題
を

発
見
し
、
行
政
運
営
の
改
善
・
改

革
に
つ
な
げ
る
た
め
の
し
く
み
の

こ
と
で
す
。
従
来
の
内
部
評
価
に

外
部
か
ら
の
視
点
も
加
え
、
予
算

編
成
等
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
平
成
28
年
度
は
総
合
計
画

最
終
年
度
に
あ
た
る
た
め
、
計
画

の
進
捗
に
つ
い
て
評
価
を
行
い
、

新
総
合
計
画
に
活
用
し
ま
し
た
。

●
問

・
企
画
政
策
課

　

℡
23
‐
０
４
５
６

国
民
年
金
基
金
と
は

　

国
民
年
金
加
入
中
の
人
で
国
民

年
金
基
金
に
加
入
す
る
と
、
税
金

が
優
遇
さ
れ
国
民
年
金
に
上
乗
せ

し
て
、
厚
生
年
金
並
の
年
金
を
も

ら
う
こ
と
が
で
き
る
公
的
な
年
金

で
す
。

◆
加
入
で
き
る
人

・
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者（
国

　

内
の
20
歳
～
60
歳
未
満
、
免
除

　

者
は
除
く
）

・
国
民
年
金
任
意
加
入
者
で
（
60

　

歳
～
65
歳
未
満
、海
外
在
住
者
）

◆
特
徴

・
掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控
除

　

の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
・
市

　

県
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
受
取
る
年
金
は
「
公
的
年
金
等

　

控
除
」
対
象
に
な
り
ま
す
。
遺

　

族
一
時
金
は
非
課
税
で
す
。

・
年
金
は
終
身
年
金
が
基
本
で
、

　

万
一
の
時
は
ご
遺
族
に
一
時
金

　

が
支
払
わ
れ
ま
す
。

・
加
入
時
の
年
齢
で
、
掛
金
が
決

　

ま
り
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ

　

ん
。

●
問

・
宮
崎
県
国
民
年
金
基
金

　

℡
０
１
２
０
‐
65
‐
４
１
９
２

　

税
理
士
が
、
電
話
で
税
金
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
１
２
０
‐
３
７
３
‐
６
７
８

◆
相
談
時
間

・
平
日　

10
時
～
16
時

※
土
日
、
祝
日
、
国
税
当
局
が
実

　

施
す
る
「
確
定
申
告
電
話
相
談

　

セ
ン
タ
ー
」
開
設
日
は
休
室

◆
開
設
要
領

①
税
理
士
に
は
、
税
理
士
法
に
よ

　

り
守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
お

　

り
、
将
来
に
わ
た
り
相
談
内
容

　

を
他
に
洩
ら
す
こ
と
は
あ
り
ま

　

せ
ん
。
安
心
し
て
相
談
し
て
く

　

だ
さ
い
。

②
当
相
談
室
で
の
相
談
は
無
料
で

　

す
。
た
だ
し
、
複
雑
な
案
件
、

　

申
告
書
作
成
な
ど
は
有
料
に
な

　

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
フ
リ
ー

　

ダ
イ
ヤ
ル
の
電
話
番
号
に
電
話

　

を
い
た
だ
け
れ
ば
、
受
付
担
当

　

者
が
相
談
者
の
住
ま
い
の
地
域

　

及
び
電
話
番
号
を
お
尋
ね
し
、

　

近
く
の
税
理
士
か
ら
直
接
相
談

　

者
へ
折
り
返
し
電
話
し
ま
す
。

③
当
相
談
室
で
の
相
談
に
対
す
る

　

回
答
は
、
一
般
的
な
範
囲
で
行

　

い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
人
当
た
り
の
相
談
時

　

間
は
、
約
20
分
以
内
で
す
。
相

　

談
時
間
の
制
約
な
ど
で
必
ず
し

　

も
十
分
な
回
答
が
で
き
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く

　

だ
さ
い
。

④
相
談
者
が
、
相
談
室
で
の
回
答

　

を
も
と
に
申
告
、
契
約
等
を
具

　

体
的
に
行
う
と
き
は
、
必
要
な

　

書
類
等
を
準
備
し
て
、
改
め
て

　

税
理
士
の
関
与
を
受
け
て
く
だ

　

さ
い
。

⑤
面
談
に
よ
る
税
務
相
談
を
希
望

　

さ
れ
る
と
き
は
、
電
話
相
談
の

　

税
理
士
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
問

・
南
九
州
税
理
士
会
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に
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？
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九
州
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会
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し
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し
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金
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　私の名前は、ロセンド・ヒメネスです。または
オディと言います。フィリピン出身です。宮崎県
には 2011 年から住んでいます。小林市は私に
とって第 2 の故郷であり、またここに戻ってく
ることができて嬉しいです（彼の奥さんは小林出
身です）。ALT としては、生徒の英語学習や英語
力を伸ばしていくのをお手伝いさせていただきた
いです。皆さんにお会いできるのを、そして皆さ
んのお手伝いができるのを楽しみにしています。

My name is Rosendo 
S. Jimenez or ODY 
for short. I'm from 
the Philippines. I've 
been in Miyazaki 
since 2011. Kobayashi City as my second home 
and I'm happy to be back (His wife is from 
Kobayashi City). As an ALT, I'd like to help 
all students learn & be good in English. I'm 
looking forward to meeting & helping you all.

ALTの『英語コラム』

Introduction   - from  Rosendo -

　最近、風邪を引い
てしまい、初めて日
本の病院に行きまし
た。風邪で病院に行
くのが私にとってと
ても意外でした。
　フランス人は、風
邪を引いたとき、病
院に行かないでまず自分の主治医のところに行
きます。
　その主治医の判断によって、処方箋をもらっ
たり専門医や総合病院の医者を紹介してもらい
ます。
　それに、日本のように初めての診察で専門医
に診てもらうことは簡単には出来ません。特に
田舎では、医者の数が減っていますので、専門
医と会えるまでは 6 ヶ月ほどかかるときもあり
ます。ただし、緊急時であれば総合病院の救急
受付を利用することが出来ます。

国際交流員の『メロンばなし』

風邪を引きました。自己紹介 ロセンド先生より

『力を合わせて』

～自然と共生する美しい安心安全のまちづくりを目指して～

『生活環境課』編

　生活環境課とＮＰＯ法人赤と
んぼは、家庭ごみの収集業務を
行っています。
　「ＮＰＯ法人赤とんぼ」は、現
在職員が 37 人で、法人名はその
昔、ごみ収集車から童謡「赤と
んぼ」のメロディを流していた
ことが由来です。
　日常生活を送る中で、必ず排
出されるごみですが、皆さんの
循環型社会へのご理解とご協力
のおかげで、家庭ごみ排出量が
平成 12 年度をピークに年々減少
し、ごみリサイクル率は全国で
もトップクラスとなりました。

　また、収集するごみ袋に他の
ごみが混ざっていた際に「お願
いシール」を貼り付ける割合も
ごみ全体の 0.7 パーセントに留
まっています。
　私たちは、皆さんがルールを
守って出されたごみを滞りなく
収集することを使命に、各集積
場をまわらせていただいており
ます。まちで見かけた時は、気
軽に声をかけてください。

混ぜればただのごみでも、分ければ立
派な資源です

市 役 所  × Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 赤 と ん ぼ

生活環境課の主な業務
環境衛生思想の普及、家庭ごみ収集・
処理、浄化槽設置補助、市営墓地管
理など

これからも皆さんと一緒に、ごみ
のないまちを目指していきます。



　すこやかカレンダー　 　健康推進課　　℡ 2 3 - 0 3 2 3

　日曜祝日在宅当番医（原則として 9 時から 17 時）　
月 日 曜 在　宅　医 電話番号　

6

11 日 池井病院  23-4151 

18 日
整形外科フレンドクリニック  22-3132 

ひろた内科クリニック  25-0550 

25 日 西小林診療所  27-1034 

7

2 日 宮崎医院  22-2841 

9 日
前田内科医院 22-5802 

針貝眼科医院  22-2322 

※変更になる場合もありますので、各医療機関にご確認ください。

　リサイクル日程　

生活環境課　 　℡ 23-8122
小林市清掃工場 ℡ 24-0959
須木住民生活課 ℡ 48-3132
野尻住民生活課 ℡ 44-1100

区・組 日（曜日）

区
6
月

7
月

水流迫、東方 1・2 1 4
真方１・２・３ 2 3

南西２・３、通り町 5 5
南西１の西、南西４

本町、新生町
6 6

南西１の東、
種子田

7 7

北西１・３、緑町 8 10
北西２、坂元 9 11

西町１・２・３
南島田

12 13

仲町、永田町、
後川内

13 12

細野２・３、
南真方

14 21

細野１、南真方西 15 25
南真方東、

上町、上町西
22 26

上町中、上町東、
上町北

23 27

西堤、南堤 27 28
北堤 28 31

野尻地区
（第 3 日曜）

18 16

須木地区
（第４日曜）

25 23

今月の　これは何ごみ？

「セロハンテープ」
答えは左のページ。

26

● 育児・親子健康日程　 
種　類 月　　日 時　間 会　場

妊婦健康相談
母子健康手帳発行

毎週月曜
（祝日除く） 9：00 ～ 11：30

小
林
市
保
健
セ
ン
タ
│

赤ちゃん健診 7 月 7 日（金） 受付
12：45 ～ 13：15

キッズフロア 7 月 5 日（水） 9：30 ～ 11：00

もぐもぐクッキング
教室

6 月 21 日（水） 受付
13：45 ～ 14：00

1st バースデー
健康相談 7 月 5 日（水） 受付

13：10 ～ 13：30

●健康相談

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

6
15 木

まちかど健康相談

小林市役所 13：30 ～ 15：30

16 金 希望の店　野尻店 10：00 ～ 12：00

7 3 月 JA こばやし須木支所 10：30 ～ 12：00

●けんしん相談会
健診を受診した人が対象の健康相談。健診結果を持っている人は当日持参ください。

月　　日 会　場 申し込み先

6 月 29 日（木） 小林市保健センター 完全予約制
23‐0323

くらし　6 月１０日～ 7 月 9 日

●人権・行政・なやみごと相談　 市民課　℡ 23-1141

月 日 曜 種　類 会　場 時　間

6

13 火 人権・行政・なやみごと 市役所 4 階会議室

10：00 ～ 15：0020 火 人権・なやみごと 市役所 4 階会議室

27 火 人権・なやみごと 市役所 4 階会議室

7

4 火 人権・行政・なやみごと 須木総合ふるさとセンター

10：00 ～ 15：00

6 木 人権・行政・なやみごと 野尻町保健福祉センター

●納付・納税・年金　　ほけん課 ℡ 23-0116　税務課 ℡ 23-0115　市民課 ℡ 23-1112

種　類 月　日 場　所 時　間 備　考
休日納付・納税相談窓口 6 月 18 日（日） ほけん課・税務課窓口 8：30 ～ 17：15 ※ 毎月第 3 日曜日

年金移動相談 ※要予約 6 月 15 日（木） 本庁 4 階大会議室 10：00 ～ 15：00 予約 : 都城年金事務所

都城年金事務所　℡ 0986-23-2571

　こころの電話相談　
ひとりで悩まないで！　誰かに話してみませんか？
毎週月曜日　20：00 ～ 22：00
●問：NPO 法人こばやしハートム 27-1850電話番号は

●障がい者相談員による定期相談会　 福祉課　℡ 23-0111

月　　日 会　場 時　間
6 月 25 日　（日） 八幡原市民総合センター 13：00 ～ 16：00

●わかちあいの会（自死遺族のつどい）　 小林保健所　℡ 23-3118

月　　日 会　場 時　間
6 月 22 日（木） 小林保健所 13：00 ～ 15：00

　農地移動申請　
場所　農業委員会事務局
時間　8：30 ～ 17：15
受付開始日　6 月 9 日（金）
受付締切日　6 月 15 日（木）

　これは何ごみ？答え　

セロハンテープ（はがしたも
のを含む）は燃えるごみ、包
装箱は紙類でお出してくださ
い。（問：清掃工場℡24-0959）

　税・保険料の納付期限
※納期限は 6 月 30 日（金）です。

市県民税（１期）

国民健康保険税・介護保険料（２期）

　その他の行事・イベント

「二原遺跡公園公開日」
　6 月 18 日（日）
　9：30 ～ 11：30
[ 場 ] 二原遺跡公園
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CONTENTS
特集
観光のマーケティング・マネジメントを
行う DMO 体制始動

04

小林人／坂元区リサイクル品分別指導員11

下無敷 次良さん

観光で稼ぐ。

日本神話の郷 霧島岑神社
みね

小林市細野（夷守）4937
（細野中より南へ1.2km直進）

社務所　　  0984‐23‐0855

宮司携帯　090‐3735‐9954

Tel
Fax

霧島岑神社
みね

日本神話の郷
んだもした～ん！んだもした～ん！

会社説明会＆面接相談会
テレフォンオペレーター募集

宮崎小林コンタクトセンター
小林市南西方844‐1

ハローワーク求人番号 掲載中
13040‐39615671
13040‐39612171

参加される場合はコチラまで電話0120(723)250

6月13～15日開催

写真／出の山公園のゲンジボタル


